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機能追加と修正 「 追加・修正内容一覧 」
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※ご利用の環境によっては使用できない機能もございます。
SIPS連動が必須の機能があります（＊）。

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（＊） P4
②SIPSの取込とCSV取込した際の処方データの更新について P12

２．発注
①自動発注機能（＊） P13
②全薬品検索 P25
③発注候補（色分けと発注保留手順） P28
④発注画面のメニュー追加（発注追加→発注可能に） P30
⑤予定数計算方法（発注残管理を行う） P31
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機能修正 「 修正内容一覧 」

3

３．便利機能
①ヒートバラ管理（錠剤・軟膏 それぞれでバラ管理可能） （＊） P33
②チャンピックススターターパックの在庫管理 P36
③予製（患者履歴からの予製マスタ作成と処方の引き落とし） （＊） P37
④仮マスタ機能 P41

４．トップ画面
①メッセージ表示（『マスタ取り込みしてください』と表示されたら） P43
②初期表示ボタン追加（再読込・再計算・初期表示 の違い） P45

・ 入力画面終了後の再計算指定
③ヘルプ機能とHP P47

５．バージョンアップ後の初期値設定 P50

６．その他
①バージョンアップ後のよくあるお問い合わせ P51
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１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）

予測数量の変更点

4

大倉太郎さんの次回予測日は5/25ですが、

必要な量は過去7か月間の最大処方量を採用するように

変更しました。

青い背景のところが採用されているデータ
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頓服予測

5

１回のみ処方された患者の場合は
処方日当日から予測期間になるようにしました

６日

複数回頓服処方されている患者の場合、
処方間隔を計算して最終処方に加算して予測します
この例では19/11/5に6日足して次回は19/11/11で予測

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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外用予測
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42日
49日

42日

42日

患者ごとの処方間隔をとり、一番短い間隔日数を直近処方日に加
算して予測日を計算するようにしました
※過去１回のみ処方履歴の患者は処方当日から予測期間に入るよ
うになります
※安全在庫数は、過去実績と予測数量の大きい方を採用します

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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もう来ない患者の登録
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履歴の「もう来ない」ボタンを押すと
その患者の予測をしなくなります。
次回、来局があった場合は再び予測されます

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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来局予定日変更機能
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患者履歴の「予定日変更」ボタンを押すとその患者の
来局予定日を変更できます。
予定日を早めることも遅らせることもできます。
変更しても設定クリアで予測を戻せます

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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特定薬品の処方間隔を伸ばす、もう出ない機能
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・処方間隔を伸ばす
奇数日1錠,偶数日2錠を2週間分処方され、来局日は28日後にしたい場合など

には日数掛率ボタンを押して２倍を指定する。
一度指定すると、次回からのその患者薬品は2倍になります。
・もう出ない
日数掛率ボタンを押して100倍などを指定して来局予定日が1年後以降になる

ようにする。
※患者履歴情報は過去1年間の履歴を保持のため計算対象外になります。

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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◎、○ （よく出る）薬品の特定患者分のみ予測させる方法
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定期的に大量に処方される患者分のみ取り置きします
「予測する」ボタンを押すとその患者分が予測モードにな
り、来局予定日Fromの日に発注されます
予測にした患者分は安全在庫から減算され、予測期間にな
ると安全在庫に加算されます

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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患者履歴の画面の抽出機能
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患者履歴を調剤年月日と患者名で抽出できます

１．患者予測機能
①患者履歴と予測機能（SIPS取込必須）
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１．患者予測機能
②SIPSの取込とCSV取込した際の処方データの更新について

12

通常は、SIPSデータ取込後「再計算」をしていただくと在庫に反映されます。
過去の使用量にずれが生じた場合は、該当期間のCSVデータを再度取込し使用量の洗替が必要です。
※過去のSIPSデータの漏れに関しては原因の調査が困難な場合があり、CSVデータの再取込もしくは
期間指定バッチ処理でのSIPSデータの再取込を推奨しています。
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パソコン：事前準備作業

13

❏スリープ・スタンバイ設定されてるパソコンは、自動発注が正常に
起動しないため、薬VANパソコンの解除設定をしてください。

1.パソコンの画面左下にある「スタート」ボタンの上で
右クリックします。

2. メニュー項目が表示されたら「電源オプション」を
左クリックします。

3.「電源とスリープ」画面が表示されたら「スリープ」を
「なし」に設定することで解除となります。

「なし」になっている場合、または設定変更後は右上の
「ｘ」印をクリックし閉じます。

２．発注
①自動発注機能
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薬VAN：事前設定
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❏薬VANの設定を変更します。

1.「設定」→「システム設定」へ進みます。

2.「発注①」を開き「発注控出力方法」を選択します。

「ｖ」のプルダウンを押すと、下記のように選択肢が表示します。

「毎回確認する」以外を選択し設定してください。

「毎回確認する」の場合、発注が

自動確定されません。

「常に出力する」「出力しない」の

どちらかに設定してください。

２．発注
①自動発注機能
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薬VAN：事前設定
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3.「発注①」を開き「発注承諾書を利用しない」を選択します。
「ｖ」のプルダウンを押すと、下記のように選択肢が表示します。

「発注承諾書を利用しない」をクリックし設定します。

「発注承諾書を利用する」は

発注が自動確定されないため

設定不可。

4.「発注②」を開き「発注データ作成日」を選択します。

「ｖ」のプルダウンを押すと、下記のように選択肢が表示します。

「発注データ作成日」をクリックし設定します。

「発注データ作成日」以外の設定は

発注が自動確定されないため

設定不可。

２．発注
①自動発注機能



Okura Information System Co.,Ltd在庫管理説明資料

薬VAN：事前設定

16

❏自動発注を開始する前に、下記の事前設定を行って下さい。

①出庫頻度に応じた発注点（発注量）の登録
欠品防止・頻回発注軽減のための機能です。
確保在庫日数の設定は、設定→システム設定→発注③で
設定確認・変更できます。

②自動発注スケジュールの登録
発注業務・頻回発注軽減のための機能です。
卸（センター配送時刻）締め時刻に合わせて設定して下さい。

③人管理品（稀品）の登録
稀品登録をすると、在庫数＜安全在庫数 になっても自動発注されません。
自動発注ではなく、人管理での発注にしたい場合に、事前に設定して下さい。
(目標は取扱品の約１％）

２．発注
①自動発注機能
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・欠品防止・頻回発注軽減のための機能です。

①出庫頻度毎の発注点（発注量）登録

・新たに出庫頻度に応じた発注点（発注量）の指定を２パターンのどちらか
（安全在庫・確保在庫）で、設定します。

・連続した日数の合計出庫の最大量を、確保するように計算します。

・発注回数の削減のため新たに追加された発注点（発注量）の確保在庫日数を
設定してください。

▼設定→システム設定→発注③の画面で設定します。

※ 薬ＶＡＮ推奨値 ： 安全在庫＋ 2日 (安全在庫： 3日 確保在庫： 5日)

２．発注
①自動発注機能
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②自動発注スケジュール登録
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▼マスタ→取引先一覧→各卸ごとに取引先登録画面で設定が必要です。
卸ごと曜日ごとの時間、発注点、発注量の登録します。
（１曜日１回分のみ設定）

発注点を下回ると、設定した発注量を上回る数量を計算し発注します

▼発注点：「安全在庫」をプルダウンから選択します。

▼発注量：「安全在庫を上回る量」「基準確保在庫を上回る量」どちらかを
プルダウンから選択します。

２．発注
①自動発注機能
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品ごとに設定可能

自動発注除外品に関しては人管理品（稀品）の登録が必要になります。

【人管理品（稀品）設定の具体例】

例）・麻薬、超高薬価品

・エンシュア（味）、酸化マグネシウム（複数分包品）

軟膏（チューブ、瓶）など 同一薬品で複数包装あり

＊＊人管理品（稀品）は取扱薬品の約１％ほどを目標

③稀品（人管理）の登録
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▼トップ画面で各薬品ごとに設定可能です。
自動発注の除外品に関しては、人管理品（稀品）の登録が必要になります。

・麻薬 ・エンシュア（味） ・酸化マグネシウム（複数分包品）
・超高薬価品 ・軟膏（チューブ、瓶）など、同一薬品で複数包装ありの薬品

こちらに☑を付けると稀品登録されます。

▼薬品の出庫頻度の下にある枠を クリックします。

【稀品 （人管理品）設定の具体例】
＊稀品（人管理）は取扱薬品の約１％ほどを目標＊

２．発注
①自動発注機能
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薬VAN側：設定
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❏事前準備や設定が完了したら、自動発注の設定をします。

▼システム設定→発注設定③にて「定期自動発注：利用する」にします。

※薬価改定時や年末年始など、一時的に定期自動発注を利用したくない場合は
「利用しない」 に変更して下さい。

▼発注候補「赤」で表示されたマイナス在庫も、自動発注の対象に含む場合は
「マイナス在庫を自動発注の対象とする」へ☑を付けます。

！注意！

設定をした場合、マイナス在庫も自動発注の対象薬品となります。

マイナス在庫を自動発注に含みたくない場合は、設定をしないでください。

２．発注
①自動発注機能
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薬VAN側：設定
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▼Sips取込設定を確認してください。
システム設定→レセコンにて「リアル取込」の☑「取込パス」の両方の設定が
されていない場合は自動発注できません。

※こちらのパスは例です。
既にパスが入っている場合は、書き変えないで
ください。

設定出来たら右下にある「設定変更」をクリックしたら設定完了です。
以上の設定が全て完了したら、薬VANを起動し直してください。

２．発注
①自動発注機能
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自動発注開始後の注意点
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▼注意点１
日々の操作（仕入処理など）などが終わった際は
トップ画面に戻り【常にトップ画面を起動した状態】にします。

※自動発注処理時刻にトップ画面以外の場合は、自動発注が起動しません。
トップ画面に戻った際に、自動発注処理が開始になります。

※自動発注処理中は薬VANが利用できなくなります。
日々の操作（仕入処理など）特に変更はありません。今まで通りの発注も可能です。

※自動発注処理を行う場合、薬ＶＡＮパソコンは毎日終了→翌日起動をしてください。
常時パソコンを起動したままの場合、自動発注が正常に動作しない可能性があります。

▼注意点２
自動発注に関わる設定内容を変更した場合は、薬VANの起動し直しが必要です。
起動し直していない場合は、設定変更前の内容で自動発注されます。

２．発注
①自動発注機能
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自動発注開始後の注意点

▼注意点3
稀品（人管理品）の発注タイミング
自動発注スケジュール開始前に、従来通り当日付けで発注データ作成し登録
画面に未確定で残しておくことで、自動発注分と同時確定し送信まで行います。

※時間上、事前作成が難しい場合は翌日分で作成しておくと翌日、自動発注分と同時に
確定します。

※稀品（人管理品）は定期的な見直しが必要です。

▼注意点4
特定の卸（ファーマみらい・ケーエスケー）への分割発注は、自動発注処理後に
FAX注文書が印刷されます。
自動発注終了後、出力されていないか印刷物を確認してください。

※上記、特定卸以外の分割発注分がある場合、確定できず発注登録画面に残ります。
必要に応じて確定しFAX注文書を送るか、卸の分割システムにて発注してください。

２．発注
①自動発注機能
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自動発注処理 画面イメージ

トップ画面を起動中に定期時刻に達したとき
自動発注処理が開始します。

２．発注
①自動発注機能
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２．発注
②全薬品検索
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レセコンへの採用品のない薬
品の発注は？

全薬品検索を押す
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２．発注
②全薬品検索
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薬品名の頭2～3文字を入力し
て検索してください。

発注したい薬品の「包」を押す

発注ボタンを押すと発注画面に
発注データが作成されます
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２．発注
②全薬品検索
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新規品が発注画面に登録され
ます。
発注先と個数を入力すれば発
注可能です。
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２．発注
③発注候補（色分け）
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色 判定 対象薬品

赤 在庫数①＋発注残②＜安全在庫③＋調整数④ 発注した後で≪在庫変動≫があった薬品

黄 上記と同じ 発注を保留した薬品（１週間）
※発注保留の方法は次ページ

青 上記と同じ 発注保留（１週間以上）した薬品

① ②

③

④・在庫変動は処方、社内出庫、社外出庫、不動品出庫、その他出庫（すべての出庫処理）が対象になり
ます。

・補正（棚卸）で 在庫数 ＜ 安全在庫数 になった場合も発注候補：赤 で表示されます。

・一度発注保留を行った薬品でも、その後在庫変動があった場合は再度発注候補：赤で表示されます。度
発注保留（黄・青）になっても、さらに在庫変動した時は再度発注候補（赤）にあがる

発注候補に含めたくない薬品は稀品登録を行ってください。
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２．発注
③発注候補（発注保留手順）

29

発注保留は、削除（ここ）に✔をして確定してください。

注意！こちらの「削除ボタン」を押してデータを消すと発注保留に
ならずに次回発注時も発注候補「赤色」であがってきます

バージョンアップをした初回のみ前日日付で薬品に発注保留データ
が作成されます。
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２．発注
④発注画面のメニュー追加（発注追加→発注可能に）
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発注画面で発注薬品を追加したい場合は
発注追加→医薬品を選ぶ

発注したい薬品包装の発注ボタンを押す
と発注追加登録できます。

黄色：自店舗扱いの薬品は黄色
グレー：自店舗で扱ってない薬品
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予定数計算方法に、発注残管理を行う が追加になりました。

詳細は次ページで説明

２．発注
⑤予定数計算方法（発注残管理を行う）

31
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予定数量（発注残）の推移 予定数量（予約分を含まない） 予定数量（予約分を含む）

11/1 発注数量 昼 ：300
夜 ：200

300+200=500 500+100＝600
予約発注数 ：100

＊発注登録画面の未来日付の発注数になります。

11/2 仕入数量 300 500-300＝200 500-300+100＝300

11/3 仕入数量 200 200-200＝0（クリア） 200-200+100＝100

在庫数①＋発注残②＜安全在庫③＋調整数④ の際に発注候補にあがります
※予約分含むに設定すると発注残②に発注画面の未来日付の発注数も加味されます。

２．発注
⑤予定数計算方法（発注残管理を行う）

32

① ②

③ ④
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３．便利機能
①ヒートバラ管理機能（錠剤・軟膏 それぞれでバラ管理可能）

33

▼ SIPSリアル連携にて一包化指示のある処方はバラ出庫、指示がない処方では
ヒート出庫させ在庫の把握を行います

✔ 過去の仕入実績でヒート、バラ両方の採用がある薬品は「バラ」の薬品マスタが自動生成
されヒート・バラ管理ができます
✔ 卸からの仕入はJANコードよりヒート・バラを自動判別し仕入の管理をします。

≪注意点≫
・ヒート・バラ管理は一包化指示を入力している内服用医薬品のほか、
軟膏・クリームなどの外用医薬品もできるようになっています。

・14錠ヒート、10錠ヒートの判別はできません。

・利用時にヒート、バラ品の棚卸が必要です。

・可能であればSIPSデータを過去３か月分入手すれば、安全在庫の計算ができます。

・SIPSデータの出力必須です。（同一LANでの出力が望ましい）

・SIPSデータ出力、ネットワーク設定についてはレセコン保守会社へ確認が必要になります。
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✾システム設定の変更前にNsipsでの連動が必須になります。

３．便利機能
①ヒートバラ管理機能（錠剤・軟膏 それぞれでバラ管理可能）

システム設定→レセコン設定画面から設定可能です。
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３．便利機能
①ヒートバラ管理（錠剤・軟膏 それぞれでバラ管理可能）

▼バラマスタを自動生成（SIPSデータは連携できている前提での作業）
① 前ページ参照：システム設定-レセコン設定画面で「Nsipsデータでバラ数
量を自動管理す
る」にチェックをいれます。

② 医薬品マスタの取込をします。

③ 過去の実績をもとにバラマスタが自動生成されます。 通常使っている薬品マスタを

元に、薬VAN用のマスタが作

成されます。「呼出名－B」

「薬品名バラ」で表示されま

す 。

詳細内容に関しましては、HP http://www.ois92.co.jp/k-vanよりご確認いただけます
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①チャンピックススターターパックのマスタ登録ができます。

※ スターターパックの在庫数は薬品振替されるため常に在庫数は『0』と
なるため、

②スターターパック仕入時に、0.5mgと1mgに自動で
入庫数の振り分けができます。

③スターターパックはオンライン発注は可能ですが
自動発注対象外となります。

スターターパックとしての在庫管理はできません。

【参考】
チャンピックス以外のパック商品に関しても、同様の手順でマスタ登録をすることで
自動振り分けが可能です。
例）オテズラ錠スタータパック等

３．便利機能
②チャンピックススターターパックの在庫管理

詳細内容に関しましては、HP http://www.ois92.co.jp/k-vanよりご確認いただけます
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▼トップ画面
１．＠→処方箋一覧を開きます。

37

３．便利機能
③予製（患者履歴からの予製マスタ作成と処方の引き落とし）

患者履歴から予製マスタ作成
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▼一括登録候補画面
２．登録患者/医療機関/診療科をキーに、直近の処方情報一覧を

表示します。

一覧の中から作成するものに
チェックをし、[登録]します。

38

[明細]ボタンで、処方内容の確認が可能です。

３．便利機能
③予製（患者履歴からの予製マスタ作成と処方の引き落とし）

患者履歴から予製マスタ作成
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▼トップ画面
３．[表示]ボタンを１回押下すると、予製患者のマスタ一覧が

表示されます。作成したデータが登録されているかを
確認してください。

39

[構成修正]ボタンで、処方内容の確認が可能です。

３．便利機能
③予製（患者履歴からの予製マスタ作成と処方の引き落とし）

患者履歴から予製マスタ作成
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３．便利機能
③予製（患者履歴からの予製マスタ作成と処方の引き落とし）

40

予製の作成日以降に処方されたら、
ある条件により作成した予製在庫から自動で出庫

▼ある条件とは…

条件１：予製登録患者のＩＤ（患者名/医療機関/診療科）を
キーとする予製在庫が存在する

条件２：最新処方の調剤日≧予製作成日

条件３：処方された薬品の中に、予製処方内容マスタの薬品
（無効は除く）がすべて存在する
※＋α の薬品が処方されていてもＯＫ

予製処方の引き落とし

詳細内容に関しましては、HP http://www.ois92.co.jp/k-vanよりご確認いただけます
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３．便利機能
④仮マスタ機能

41

１．薬VANマザーマスタからマスタ作成する機能
・レセコンに採用品登録しなくても仕入処理が可能
・処方されるまでは仮マスタで在庫管理
・処方された時、レセコンマスタ連携実施で本登録
・本登録マスタと同時に履歴も変換

２．仮マスタ作成する方法は以下のいずれか
・仕入処理の際に自動生成

電話で発注して仕入する場合
・手動で仮マスタ登録

薬VANから発注or分譲購入する場合

３．薬VANマザーマスタは１か月ごとに更新
※マザーに薬品がない場合は、レセコン採用運用してください
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３．便利機能
④仮マスタ機能

42

「アジルバ40mg」だけレセ
コン採用登録されている状態

レセコンで採用品登録していない薬品
も卸からの仕入データ受信時に自動で
仮マスタが作成され、在庫登録可能に
なりました。
ただし、薬VANマザーにない場合は
レセコンで採用登録してください
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４．トップ画面
①メッセージ表示（『マスタ取り込みしてください』と表示されたら）

43

処方データの取込をしているが、薬ＶＡＮに該当の薬品マスタが存在しない場合、
処方が未紐付になるため、『マスタ取込してください』と表示されます。

＜未紐づけ薬品の確認＞

薬ＶＡＮのトップ画面のレセコンボタンをクリックしてください。
画面右の処方履歴の未紐付件数がある日の履歴ボタンをクリックしてください。
画面最上部に背景が赤くなっている薬品が未紐付薬品になります。

＜レセコンでの作業＞
レセコンから医薬品マスタを出力してください。

＜薬VANでの作業＞
①トップ画面 「レセコン」ボタンを をクリックしてください。

② 医薬品マスタのチェックボックス「□」にチェックをつけてください。

③ [取込開始]をクリックしてください。

④医薬品マスタ取込が正常に完了したら、未紐付件数が消えたことを確認してくださ
い。新規採用薬品の情報が薬VANに取込・反映されます。
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４．トップ画面
①メッセージ表示（『マスタ取り込みしてください』と表示されたら）

✾トップ画面に「マスタ取込してください」のメッセージが表示されるときは、
通常通りレセコンから医薬品マスタを出力し取り込みます

１

2
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４．トップ画面
②初期表示ボタン追加（再読込・再計算・初期表示 の違い）

45

１

2

3

①初期表示 ≫新しく追加になりました。
初期その日に動いた薬品のみの在庫数の計算をします。（安全在庫数は計算しません。）

②再計算 ≫発注に関する項目の計算を行う。発注以外の項目は計算しない。

［発注に関する項目］在庫数、安全在庫数、来局予定、発注候補、予定数… 
［発注以外の項目］引取可能数、引渡可能数、期限切迫、過剰在庫…

40
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４．トップ画面
②初期表示ボタン追加（再読込・再計算・初期表示 の違い）

46

③再読込 ≫・トップ画面に表示されている全ての項目を計算し直している。

具体的には、カレンダーの日付を変えて在庫数を確認したい場合などは、日付変更後に、再読込を行ってくださ
い。
例えば、在庫数、安全在庫、発注候補、不動品、引取可能数、引渡可能数や、過去６か月の入出庫数など。
（１日１回、薬ＶＡＮの初回起動時には、「再読込」と同じ計算をしている。

《 ⑵入力画面終了後の再計算指定 》

0

システム設定→環境
入力画面終了後の再計算の設定で
「在庫情報を再計算しない」
設定にすると各入力画面から戻るとき計算
されずにスムーズにTOP画面になります
ただし、
１．在庫数を最新にしたい場合

TOP画面：初期表示ボタン
２．在庫数、安全在庫、不動品期限等を

最新にしたい場合、発注処理の前は
TOP画面：再計算ボタン

をそれぞれ押してください

入力画面終了後の再計算指定
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４．トップ画面
③ヘルプ機能とHP

47

✾ 遠隔ソフト起動が簡単になりました（トップ画面の右上の「薬VANヘルプ」）

「薬VANのHP」は、よくあるQA集やマニュア
ルがありますのでご活用下さい



Okura Information System Co.,Ltd在庫管理説明資料

４．トップ画面
③ヘルプ機能とHP

• YouTubeの動画検索機能

薬VANのトップ画面、卸仕入画面、発注画面、社内入出庫画面、
社外入出庫画面にYouTubeアイコンを表示しました。
任意の検索キーワードを入力するとYouTubeのホームページに移動、

動画が閲覧できます。

1.各画面の右上にあるYouTubeマークをクリックします。

2.検索キーワードを入力して「検索」をクリックします。

48
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４．トップ画面
③ヘルプ機能とHP

3.YouTubeのホームページに移動します。キーワードに関連した動画
が表示されます。

49
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出庫頻度 △「 1 」回以上
算出期間 △「 120 」 ▲「 180 」
季節変動期間 「 30 」日
未来予測 ◎〇「 □ 」チェックなし △▲「 ☑ 」チェックあり
発注開始日 全出庫頻度 「 14 」日前
発注終了日 全出庫頻度 「 ０ 」日前
※未来予測機能が不要な場合は☑を外してください。

SIPSリアルタイム取込を行っていない場合は未来予測に☑は入りません

システム設定－発注③

50

5．バージョンアップ後の初期値設定

バージョンアップ後に次ページの設定が初期値（推奨値）に変更になっております。
設定の見直しが必要な場合は大変お手数ですが「システム設定」ー「発注③」より
ご確認をお願いします。
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６．その他
①バージョンアップ後のよくあるお問い合わせ

51

★発注履歴に覚えのない履歴がたくさんあがっています。これは問題ないで
すか？

バージョンアップ作業をしていただいた際に、バージョンアップ前の

発注候補：赤以外の薬品にバージョンアップの前日日付で発注削（発

注保留）データを作成しています。

バージョアップに際して必要な作業となっておりますので、問題はあ

りません。

発注保留データの確認は、発注候補ボタンを2回押すと確認できます。

*変更点マニュアル1704→2006 発注保留の方法 24Pをご確認ください。

51
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６．その他
①バージョンアップ後のよくあるお問い合わせ

52

★バージョンアップ後に、安全在庫数が空白になった薬品があります。

バージョンアップ以前からSIPS連携を開始されている薬局様では、

バージョンアップ後の初期値設定で▲△の薬品で未来予測機能が設定されま
す。

・5．バージョンアップ後の初期値設定 ４５Pをご確認ください。

・設定の詳細確認は、１．患者予測機能 ４P～ ご確認ください。

52
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６．その他
①バージョンアップ後のよくあるお問い合わせ

53

★トップ画面で当日出庫した薬品（処方数）が見れなくなりました。

Ver2006ではトップ画面での当日出庫数の確認項目がなくなっています。

【確認方法】

１．抽出簡易版から【トップ画面当日出庫した薬品:当日出庫】にして実行

で確認してください。

２．①トップ画面の【画面切替】を何度かクリックし、

【薬品詳細情報を表示】の画面に切り替え。

②【ABC分析】ボタンをクリックし、処方期間を当日にし、

数量で算出する を選択して指定をクリックで確認可能です。

*上記２つのどちらかで確認をしてください。

53
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《 お問合せ先 》

54

サポート窓口 ０８７７－５６－１１７０

リモートでサポートできます

サポート時間 平日８：３０～１７：００

土（当番待機）・日、祝日は休み

メールアドレス k-van@ois92.co.jp 

ホームページ https://www.ois92.co.jp/k-van

「薬VAN」で検索できます

マニュアル・動画配信しています
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https://www.ois92.co.jp/k-van

